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研究の背景 

近年では左官技術が必要な工事が減ってきている。そのため、左官技術者はそれぞれに高度な技術を持ちな

がら力を発揮できていない状況にある。しかし一方では、珪藻土や漆喰、土などの自然素材を用いた環境にや

さしく味わいを持った左官仕上げの壁等が再び注目され始めている。その中でも、法隆寺や万里の長城にも用

いられている版築という技術に目を向けた。版築とは、壁や基礎をつくりたい部分に板などの当て枠をつくり、土

などの材料を詰め強く突き固める方法である。左官技術のさらなる発展に繋げるため、現代社会に受け入れら

れやすいデザインとは何なのかを考え、研究を進めていく。 

研究の目的 

左官技術者の後継者不足や仕事の減少に目を向けて、現代の生活の中で再評価され左官技術者の仕事の

幅を広げられるような、使われるデザインの提案を行いたいと考えた。土を身近に感じてもらう一番の方法は、

家の中に「土」があることだと考えた。 

版築という技術は、昔と変わらず現在も様々な地域で役立てられている。しかし美しい模様を持ちながらその活

用方法は壁や土塀に留まっており、現代に普及させるには難しいものとなっている。本研究では版築技術の 

デザインの幅を見せ、現代に活かせる力添えになることを目的とする。 

研究のプロセス 

◎ヒアリング・企画協力依頼及び取材について

〇平成 29年 7月 15 日

原田左官工業所さんへ 左官の現状について取材及び企画提案。 

・昔 30 万人程いた職人さんは、現在は 5～6万人に減少。

・土壁が見直されているが影響は微々たるものである。

・左官技術を生かしたいがニーズは分からない。

↓企画書の一部 
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○平成 29年 9月 22 日 

会津美里町の宗像窯へ 土を学ぶため取材。 

・土はどれだけ“良さ”を引き出せるかが重要である。 

 

◎左官技術を使った家具等の事例調査表、版築事例調査まとめ 

 

完成作品 

◎版築 

・キャンドル立て 

土の重みでキャンドルの転倒防止を図った。 

土と火の相性はよく、蝋燭の灯りに照らされてよりい

っそう暖かい印象を与える。 

・花器 

・照明器具(土台) 

 

◎塗り版築 

・傘立て 

塗り版築により重さを軽減し、 

持ち運べるように設計。 

版築をより身近に感じてもらえるように 

大きく面をとった。 

・火鉢 

・版築パネル 

 

考察 

今回、研究を進めるにあたって左官技術者へ取材を行ったが、私たちが普段生活する時に現場で働く方の声

を聞く機会はほぼない。技術者の熱意や思いが伝わりづらいために、人々は高められた技術よりも低価格で短

時間な形を求めてしまいがちであると推察する。また、土を扱うには多大な時間と労力が必要になるが、一般住

宅では低コストの作業であることが求められる。左官技術者の仕事が減少している原因はこのニーズのズレか

らもあるため、これらの摩擦を解消する手助けをしたいと考えた。 

本研究では、版築技術を「壁」としてではなく、「家具」として利用した。「壁」から「家具」へと移すことで、より現

代に受け入れやすくさせ、より身近に土を感じてもらいたいと考えている。また、これらのデザイン提案を通して

版築技術の幅を知ってもらい、さらには左官技術の面白さを再発見していただくきっかけになることを期待してい

る。 
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